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無菌充填茶類軟調咽品質向上－Ⅱ  
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従来の無菌充填法で製造Lた容器話煎茶飲料で帆 中性塩であるL一丁スコルビン酸ナトリウ  

ムをビタミンCとして加熱殺菌前に添加することから．加熱殺菌中のpHは羽帯性蛾から中性  

付近にあり．この状態で加熱栽萌すると，煎茶倣劇中の天然型カチキン類は異性化中量台尻応を  

起こす．しかし．カチキン褒削王酸性動こあると，加熱栽儲中の異性化や重合反応が抑制きれ局性  

質のぁることから，中性塩であるL一丁スコルビン葡ナトリウムを．酸性のL一丁スコルビン酸  

に世き換え．酸性下で加熱器首したのち．除甘Lた丁ルかJ溶液でpt柑所載することで，天然  

型カチキン頼の残存率を高めた容器詩宗頼政科の製造が可能であることを報告Lた■I．ただし．  

煎茶飲料の水色については，褐変の目安となる色調のL値と亜Ommの吸光度の結果に矛盾が為  

ったので，前報で昧蹄栗から省いた．そこで本＃では．従来億と卦♯殺菌法侍SA珪】り によ  

って諌作Lた煎茶駄科の水色を主体に横計L．併せて官能評価も実施した．  

兼 ♯ 方 法   

1．ー料l】   

茶葉は市鹿の煎茶（ヤぷ重た乱 中鹿晶）を．抽出液は活性炭→♯外線親菌装置→活性炭→イ   



1弛  

オン交換横朋一中垂糸膜で地理した水（処鼻水）を，一且沸騰させてから餌℃に請整しで用いた．  

僑加するL一丁スコルピン醜ナトリウム（VCNl），L一丁スコルビン醒（VC）．果敢水素ナトリ  

ウム（真書）は食品葡加鞄用を用いた．   

2．茶抽出液¢■製】I   

餌）℃に調整した処理水に茶葉1昏各（W／W）を投入Lて．♯やかに捜梓Lながら針分間抽田し  

たのち．200メッシュのナイロン製ろ布でろ過して，直ちに1抑℃まで水冷Lた（抽出謝）．   

3．抽出試料㊥pHの■丑1）   

圭甘1％（W／V〕を処理水に醇♯し，相方法4．と同じ杜仲によって加熱殺菌したものを用  

いて．VCを亜加し加熱漑甘Lたのちの兢特のpHを調整した．   

4．加熱懇書方法】】   

内寸ユ紺ⅦX23伽皿の7ルミ積層パウチに，各試料胸150gを充填L，真空包装法によって密封  

して．試料の厚みを約心血とLたものを，東洋製樺聞製マルチレトルト 亡H130型－M150式）を  

用いて，135℃の蒸気加圧殺菌・満應局側喘で．Um載曹での加熱状態を再現した（レトルト  

法）．   

5．試作品の鵬應方法tl   

従来法と分離殺菌法（S5A法）によ古製造を想麿Lて試料を製造した（円邑り，上田操作の  

内，SSA法のVCと従来法のVCⅣa（VC量に換算）の添加量は20．40．昌0曙／1仲舶をとL  

式：．  

G柁£n捷ain血卓論n  

SSAmetbod   

Rg．1．Mu血onm亡血∝ld騨詑山t姐d血血叩m血亡d鮎乱出血   



159  

6．pHの鳶定方法1）   

試料置スターチーで緩ゃかに競拝しながら，堀場製作所製 カスタニーLAB ptlメーター  

M－1ユ型を用いてpnを測定した．   

7．VCの定t方法1】   

ナムコ梨5－ODS－Hカラムを用いて．m法でVCを定士Lた．   

8．カフェイン・カチキン醸¢定1方法1I   

借和化工製STR－OD宮】江カラムを用も1て．m放でカフェイン・カチキン類を同時定量L  

た．   

カチキンま引こついては，天然型カチキン類である（一トエビガロカチキン．トトエビガロカ  

チキンガレート，トトエビカチキンガレー†の計種類の合計値をカチキン類tとした．   

9．色■鳳測定集件   

試料に尊王のエチルアルコールを混合し恥5Cのろ紙でろ過Lたものを，日本電色工業製測  

色色差計Z－1曲1DP型と．透過長l伽皿のガヲス製セルを用いて，透過色調のL胤a嵐b僅  

を求めた．  

Ⅶ．眼光虞の瀧定集件   

試料に等量のエチルアルコールを唯合L，貼5Cのろ紙でろ過Lたものを，島津製作所製 紫  

外・可視分光光度計UV－180A塾と連濁長10mⅢの石英ガラス製セルを用いて，430nmの吸光度  

（暁光度）を測定した．  

‖，官能押圃   

東洋食品研究所・東洋食品工業短期大学の教職眉10名かてネルとし．従来法で試作した試料せ  

基準に．S王iA法で試作Lた試料を2点評価法で評価した．この場合，温度の影響を卦ナるため  

に．試飲過度は10℃で条施した．  

編発と考察   

煎茶放抑ま．ブラボノールにすドゥ糖（グルコース〕などが結合Lた寵♯偉けリコシド）を  

含むので．車乗水色は鮮やかな草色を呈Lている．   

しかL．同じく煎茶銃刑に含まれる，同じフラボノイド類であるカチキン類の酸化・重合によ  

る王台物の褐色も現れるので．水色の黄色と褐色化町伏線を把握しておく必要が為る．そこで，  

市販の容器詰煎茶軟調腐よび従来法とSSA法で試作Lた試料について，水色を主体に美濃謂査  

軒実施した．市艦晶の概要はT8bIB Tに，競件品の概要はTobJc．宣に．結果はTabbヨに示L  

た．  

1．卓■のL牡と曙光鷹とのH係   

掃変状態を表す色調のL借と，水色の漉さを表す吸光度との間に，一節矛盾が見られたので，  

各式科周のL世と吸光度との痢備を調べた（円邑空）．   

市販品の試料A，B，C，Dと，従来法の就軒駄F，GおよぴSSA法の紳H，Ⅰ．J仝10  

種類の，L値に対する吸光度の相関性舌求めると，相関備亜が0．7344と低く．L値や吸光度から   
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全て町煎茶飲料の水色の蓋を求めることはできなかりた．ただし，抽出濃度が凛いと考えられる  

市政の試料Dを除いたA．B，亡と．従来法の試料E，F．G6種類の相関性を求めると．相聞  

係数が0．剃7と高く．L値と暁光廉から音読林間の水色の差を求めることはできると考えた．す  

なわち，類似Lた武科同町水色は．L値ヤ吸光度から求めることはできる机極童削こ♯度や牡鹿  

の異なる試割との比鞋はできないと考えた．そこで．従来法の試料の褐変状態を評価すると．添  

加したⅤ亡Ⅳ乱tと褐変状態と叫剛こ差がなく，Ⅴ亡N良の添加による褐変の抑附効果は認められ  

ず．同じ製遁方法と考えられる市販の蔑称も同じと考えた．別嵐5SA法の就軒札Ⅰ，Jユ牡  

類句相朋性を求めると，暁光度の値が大きく変化Lても，L値がほとんど変化Lないので，相関  

偉掛軸．59別と低くなるが，試調憫に直線性が認められることから．SSA法の試軒間の水色の差  

は．L値と吸光度から求めることができると考えた．また，SSA法町試料は特異な色の変化を  

示し．VC添加土（＝王甘席加t）が多くなるほど黄色が濃く，吸光度も大きくなるが，黄色が  

濃くなるはど水色の鮮やかさが増し明る〈なるた捌こ，明るさを表すL値の変化が相殺され．  

備に変化が現れなかったと考えた．そこで．SSA法の試丼の褐変状態を評価すると．鯖加Lた  

VC丑（コ重曹土）と褐変状態との剛こ蓋がなく．水色の旗手のみ変化することから．SSA法   



1丘2  

では袖也凛腐と水色を別々に改定できると考えられ，さらに従来の煎茶放科のように相色化もほ  

とんど見られず．車乗の水色である鮮ゃかな黄色を呈した煎茶銃刑ぜ明られる可能性を国劇た．   

空．色■申Lせとb鷹と¢Ⅶ儀   

一掛こ熱茶飲料は，含まれるカチキン類が加熱赦背中に異性化反応を起こし，きらに散イヒ・王  

台に上り親密が進行L．水色は褐色がかった黄色を呈Lている．そこで．色調のL値引軌動  

とb僚（＋側の黄色）との阻備を調べた附島田．   

市聴の試料Jl，Dを除いたA，C，従来法の諌軒E，F，G，SSA法の諌科H，LJ呂種類の．  

Lせに卸するb卓の相関性計求めると．相同倒削加．朗朋と若干低いが．試料間に直緯世のある  

ことを認めた．ただし，生業エキスを僑加した市販の試料丑と．抽出議定の攫い市販の緋D  
につIlては．L億とb値剛＝相間性は認められなかりた．   

すなわち．市販品・従来法・S且A法の親科即こおいて．Lせヤb僅から水色の差を求めるこ  

とはできるが．壌軌こ濃度が異なるものや，生茶エキスなどを蕃加Lた緋と¢比較はできない  

と考えた．そこで，従来建とSSA法の試料価水色を評価すると．従来法の試科では添加Lた  

VC恥1と水色聞に差は認められなかった机SSA法の就科では備加したVC土（＝重甘暮）  
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に上って黄色の水色が射ヒすることを診めた．しかし、その変化の範臥ま一般価値市庇晶や従来  

法の試料から大きく外れることはなく．結井と積l．の帯果と合わせて考えると，S弘法の競  

科の水色は褐色化が少なく，♯ヤかな黄色を呈していることを温めた．   

3．BSÅ誌で試作し恕虻料¢冒傭騨価   

VC量として伽／1仲戚のVCNaを溝加した従来法の就科菅基準に．VCを劇喝′100戚添加  

したS且A法の試料舌．官能的に評価Lた汀亜佃1）．   

色・昧・香りについて，パネル1嶋〔全パネル）の平均点は．基準とLた従来法の試刑と同じ  

れわずかに良い評価であったが，官能的に大きな差は艶められなかった．官能評価値葉蘭Lた  

掛合．特別な周明を僅用Lない限りパネルは琳の水色から評価を始め．水色の濃淡を見てから  

味・香りを評価す盈傾向があり．T‘血旭4の結果を見ると，感想として水色が鮮ゃかとして高い  

評価を与えたパネルは，味・香りとも評価が高く．遭に水色が薄いとLて低い評価を与えたパネ  

ルは，味・香りとも評価が低くなる傾向を霞めた．   

4．官館評価での■好の遭い   

T由旭4で水色が♯やかと表現したパネルm2．3，4，8，10の5名（Aバネ両と．水色  

が薄いと表現したパネル恥1．5，7，8，9の吉名（Bパネル）の評価を分け，色・味・香り  

をレーダ」チャートで衷Lてみた〔Rg．1）．   

T8b旭ヰの結果から．全パネルの平均点は0点付近にあり．ほば正三角形となる．また．A・  

Bパネルの評点の位置は．＋側と一個に別れるが．はば正三角形となり，従来の試料こ卦Lて，  

色・昧・香りとも尭出した蓋は認められなかりた．ただし Aパネルは全てに高い評価を与えて  

いるのに村L，Bパネルは全てに低い評価せ与えており．嗜好が＝墟イヒすることを蔑めた．この  

差は．パネルの年齢中性別に関係がなく，Aパ皐ルの未見の中に，「急須でいれた煎茶に近い色  
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Color  
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である」とLた措果があったことから．Aパネルの官能評価吼 いれたての煎茶倣洞虐イメージ  

Lたと考えられる．Bパネルは，若干褐色がかった青色を呈している従来法の蔵科よりも巨木色  

が明るい黄色を皇Lてい晶SSA法の試制Ⅵ色が薄く見え，味・香りも薄いと感じた人が番〈、  

このことが評価盾二分したと考えた．LかL．結果と考察1錮よぴ2の結果虐見ると，吸光度  

（乱射は従来法の試料がD．0偽であるのに対L∴悶A法の試料軸．210と濃く，色調の七億（十  

儒の黄色）も従来法の試料却軋舵であ息のに封L．SSA法の試料は1【I．3之と高く．軌跡削こは  

SSA法の試料の水色の方が濃くなる．すなわち，SSA法の試科の鮮やかな黄色は，水色が濃く  

ても視覚的に薄く感じ．褐色がかった黄色は水色が＃くでも．視覚的に濃く感じきせる効果があ  

ると考えられ このことが．畠SA珪の試料の水色を薄〈感じさせ．昧・香りも薄いと感じたた  

めに，評価を低くしたと考えた．  

要  約   

従乗法で米作Lた註科を基準に．卦♯丑菌法臨写A法）で試作した試料の水色を討ぺると共  

に，色・味・香りについて官能評価を実施Lた．  

1．類似Lた就科間の水色は．色調のL値中b償およ折相加皿の吸光度から求めることはでき   

る軌塩卓削こ濃度ヤ組成が異なる試料との比較畦できなかった．  

2．5SA填で煎茶飲料を製造すると，水色の褐色化が抑制きれ，煎茶欽胴ヰ来の水色である鮮   

やかな青色を皇L，L一丁スコルビン酸の添加t（；炭離水兼ナトリウムt）によって．黄色   

の水色のみが変化すること告認めた．  

ユ．SSA珪で就作した試料の水色は，黄色が鮮ゃかなために水色が薄く見え，昧・香りも＃い   
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と感じ右傾向があるために．水色の＃きで官能評価を低くLたグループと．水色の鮮やかきで  

評価を高くLたグ≠－プに別れた．  

ヰ．従来の製造方法では．製品の水色は抽出濃度で決まる机SSA法で製造すると，抽出濃度   
と水色を別々に設定でjる可能性が示きれた．  
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